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　令和７年度決定初任給について県内企業に調査票を送付。回答があった 76 社の学歴・部門別について集
計した。

　学歴別にみた決定初任給（単純平均）は、大学院卒 249,195 円、大学卒 232,111 円、短大卒 206,493 円、
高専卒 215,767 円、高校卒 190,002 円となっている。
　なお、各学歴の部門別については、下記表のとおり。

　学歴間の格差をみると、大学卒の事務・販売・研究ならびに生産部門をそれぞれ 100.0 とした場合、大学
院卒では、事務部門が 106.7、販売部門が 108.0、研究部門が 108.9、生産部門が 107.1。短大卒では、事
務部門が 89.4、販売部門が 87.7、研究部門が 87.8、生産部門が 88.7。高専卒では、事務部門が 92.2、販売
部門が 92.7、研究部門が 91.0、生産部門が 91.4。高校卒では、事務部門が 83.9、販売部門が 84.4、研究部
門が 83.5、生産部門が 85.0 となっている。

令和 7 年度決定初任給調査結果
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令和7 年度決定初任給の学歴間格差
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　回答のあった 76 社のうち、対比可能な 73 社を学歴別にみた決定初任給の上昇額・率は、大学院卒
11,345 円 (11.35%）、大学卒 10,733 円（4.85%）、短大卒 9,856 円（5.01%）、高専卒 11,515 円（5.64％）、
高校卒 12,310 円（6.07％）となっている。
　また、前年度との対比状況では、令和 7 年度決定初任給を令和 6 年度と同額で「据え置いた」とした企
業が 12 社（16.0％）、「引き上げた」とした企業は 58 社（79.0％）、「引き下げた」とした企業は０社であっ
たが、学歴により「引き上げた」とした企業は 3 社あった。
　「据え置いた」とした企業の割合は、昨年調査と比べ 2 ポイント減少し、「引き上げた」とした企業も 1
ポイント減少した。

　

　令和８年度見込初任給について、対比可能な 43 社を集計した結果、大学院卒 229,700 円、大学卒
217,735 円、短大卒 193,706 円、高専卒 200,465 円、高校卒 180,822 円となっている。
　学歴別にみた見込初任給の上昇金額・率は、大学院卒 382 円（0.16%）、大学卒 281 円（0.12%）短大卒
294 円（0.15%）、高専卒 205 円（0.10％）、高校卒 167 円（0.08%）となっている。

注）・決定初任給の上昇額・率、据え置き状況については、回答のあった企業のうち、令和６年度と令和７
　　　年度の両方に記入のあったところについて集計。
　　・令和８年度見込初任給については、回答のあった企業のうち、令和７年度と令和８年度の両方に記入
　　　のあったところについて集計。
　　・事務部門とは、管理・経営・人事・厚生などの部門で働く常用労働者。
　　・販売部門とは、販売・営業・セールスなどの部門で働く常用労働者。
　　・研究部門とは、研究・技術などの部門で働く常用労働者。
　　・生産部門とは、これ以外の常用労働者で主として生産現場、あるいはこれと密接な関連のある、肉体
　　　的業務に従事する者。
　　・事務部門については、総合職・一般職別に回答いただき、総合職・一般職の区分がない場合は、一律
　　　として回答いただいた。
　　・販売部門について総合職・一般職の区分がある場合は、一般職として回答いただいた。

令和8 年度見込初任給

382円

0.16％

281円

0.12％

　294円

0.15％

205円

0.10％

167円

0.08％

229,700円 217,735円 193,706円 200,465円 180,822円

229,318円 217,454円 193,412円 200,260円 180,655円

令和 8年度平均額

令和7年度平均額

11,345円 10,733円 11,515円 12,310円

6.07％5.64％5.01％4.85％11.35％

9,856円

学歴

学歴


